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　　大阪トエニーフォーは、初回佐久間の左中間二塁打で先制点。３回には佐久間、村川の三塁打

　などで加点し、４回には決定的なダメ押し点を挙げ圧倒。一方的な試合展開となった。

　　大阪Ｍｉｒａｃｌｅｓは随所に好守備があったが、安打２本に抑えられ反撃できなかった。

大阪トエニーフォー　毎回得点で圧倒勝利　！

　　大阪トエニーフォー初回に先制点を挙げると２回３四球１安打で２点、３回に西口（真）の三塁打

　などで追加点を挙げ、山崎投手の好投で勝利した。

　　一方ＮＡＲＵＭＩＣＨＩは、毎回走者を出すも、決定打が出ず無得点に終った。

　四球と犠打を有効に使い走者を進めた差が両チームの得点に表れた。

第３２回クラブ女子ソフトボール選手権大会　大阪予選会

大阪Ｍｉｒａｃｌｅｓ 接戦を制し勝利　　！

　　　　　　会場：　枚方市　摂南大学グランド 試合日：平成２３年　４月　１０日　試合Ｎｏ、１

大阪トエニーフォー代表に向け好発進　！

　　大阪Ｍｉｒａｃｌｅｓは、１回裏２四球を活かし２安打で１点を先制、その後追加点の好機も

　あったが相手投手に抑えられ５回に同点とされた。しかし７回裏相手のわずかな隙を付いて

　サヨナラ勝利した。

　　一方ＮＡＲＵＭＩＣＨＩは、５回平野の三塁打を活かして代打田中の適時打で同点とするも

　最終回の守備の乱れで勝利の女神に見放された。


